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現代英語における発音の変化
－Cゐαrgg5月αγ占grをこついて－
第二次世界大戦彼，世界におけるアメリカの地位が，
ますます高まるにつれて，国際語としての米語の著しい
1）
台頭に隠れて，イギリス英語は，それほど変化してい
ないような印象を，我々は抱きがちであるが，Charles
Barber　エわgヱdgffcCゐα花がみてタブ・g5g乃才一血γ助がぶた（Lon－
don1964）を見ると，後者も，前者に劣らず，Pronun－
ciation，Vocabulary，Meaning，Grammarなど，あら
ゆる面において，変化しつつあることを知ることができ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
2）
励γ∂erについては，以前，少し触れたことがあるが，
その後，少なくとも発音に関しては，まだ，まとまった紹
3）
介がなされていないようであるので，‘本稿では　βαr毎r
4）
（1964）によって，最近におけるイギリス英語の発音の変
化についてのSやtchを試みたい。
Barberはpresent－dayEnglishを，ぱくぜんとthepast
few decades（Prefacev）としているので，その点を，
さらに詳しく調査するため，本稿では，Barberのい
うnewpronunciation〔以下　N〕とtraditionalpronun－
ciation〔以下　0〕とをD．Jones，EnglishPronuncing
刀gcffO乃α叩（以下且タ．且）の第11版（1950）と最新の
第13版（1967）とが，どのようにentryしているかを，
次うような数字で示した。
＜11版＞　　　＜13版＞
（D　　0　　－－－ケ　　○
（参　　0　　－－－－－．→　　N
（亘　　0　　－－－ナ　　0〔N〕
④　　〇　・・．－．→　　N〔○〕
（む　　N　・－→　　○
（む　　N　　→　　N
む　　N　－→　　○〔N〕’
（む　　N　　－→　　N〔○〕
（9　0〔N〕－．J O
㊥　0〔N〕一一→　　N
㊤　○〔N〕一・・→　　○〔N〕
（参　○〔N〕一・・一・→　t N〔○〕▲
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なお，〔〕は，E．P．D．がthelessfrequentformと
して〔〕の中に入れていることを示す。
これによって，例えば，最近20年間に変化したもの
⑧，変化しっっぁるもの④，極めて最近に変化している
もの①，2p年以前に変化しているもの⑥，などの区別を
はっきりさせることができ′る。
なお，上表の伍），一⑦，⑧，⑨，⑲，⑯ほ，〇一一一Nと
いう流れに，大なり小なり逝流しており，あり得ないよ
うに思われるが，細かく当たってみると，例えば，yeS
などは⑨に該当しており，必ずしも，あり得ないとは言
えないので，すべての場合を掲げておいた。
「資料」に．ついては，特に注記しない限り，R．P．か
educatedsouth－eaSternSPeeChである。
TONGUE＿POSITIONSOFVOWELS
もyDanielJones
Front
A（1932）
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〕?〕?〔 〔
??????〕?〕?〕 〕??〔 〔 〔 〔???? ?
Fronf
B（1950）
d BこICkFront
C（1957）
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Front d．：
E（196プ）
Didgramm飢ic representationofapproximatetongue－FO－
SitionsofaverageEnglish vovTels comparedwith those
OfCardinalVowels．（Thedots’indicate roughlythepo－
sitionsofthehighestpointofthetongue．）
CardinalVowels：Smalldots
EnglishVowels：1argedots
王　母　音
（1）〔∧〕
cup，butterなどにおける〔∧〕が，最近では，かな
り前で，かつ，低い位置で発音される（少なくとも，若
い世代では，そういう候向が見られる）ようになり，フ
ランス語のC加ら　ねたなどにおける〔a〕の方向やこ移動
しつつある。（図における〔∧〕の位置の変化に注意。）
（2）〔○：〕
law，Sbortなどにおける〔○：〕は，長野では，あごの
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開きがより小さくなり，青の位置は，やや高くなってき
ている。（国E参無。）この発音は，ほとんど（nearly）
の人たちの会話で聞かれ，旧式の発音は，01d一ねshioned
upperclassspeechの特徴となっている。
（3）〔ai〕
high，timeなどにおける〔ai〕は，教育のある（much
educated）人たちの間では，よりretractした舌の位置
から（fatherなどにおける〔q：〕忙近い音として）発音
されるようになってきている。〔ai〕一一→〔Gi〕
匝）短母音の集中化（Centering）
すべての短母音が，特にrapidfamiliarspeech（以下
R．F．S．）においては，ロの中央部により近い位置で発音
される，つまり，〔a〕の方向に移動する傾向が見られる。
⑨　yes〔jes〕一一一→〔jaq
①　good〔9ud〕・．一一→〔gad〕
この候向は，〔ou〕のようなこ重母音にも及んできて
いる。
㊤　もoat〔bout〕－→〔baut〕
㊤　boe〔ho11〕・－→〔hQu〕
（5）〔〇：〕－－．一一→〔っ〕
〔○：〕が〔f〕，〔S〕，〔8〕の前に来るとき，この慎向
が見られる。
⑯　cross〔kr〇：S〕→〔kr〇S〕
⑯　toss〔t〇：S〕－－→〔t〇S〕
⑲　soft〔Sっ：ft〕一一一→〔Sっft〕
⑩　off〔〇：f〕・一一シ〔〇f〕
⑩　often〔′〇：fan〕・一・＋〔′〇fan〕
⑯　cloth〔kl〇：0〕・一一→〔kl〇0〕
しかし，〔f，S，0〕の前におけるすべての〔っ：〕が〔〇〕
に変わっているわけではない。horse，force，fourth，
SauCeなどは，〔〇：〕のままである。その理由として，
Barberは，次のように述べている。
Thefactis，this changeofっ：tOつis notaphonetic
Changegoingonatthepresenttime：aChanget00kplace
almost two centuries agoincertainstylesofspeech，
andtwokindsof form，One Withalongvoweland
Onewithashort，haveexistedsidel〕ySideinthelan－
guage ever since；Whatishappeningnowisthat one
Styleis becoming fashionable at the expenseof the
Other・Itis，．aSamatterOffact，theoriginalf。rm（or
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ratheritsdescendant）thatisnowbecomingpredomi－
nant，andtheinnovationthatisdyingout，nOtuiceuersa．
AllthewordsinquestionhasashortoinMiddleEng－
lish；thisbecomeslengthenedl〕efores，f，andOinthe
lateseventeenthcenturyinthespeechofsomegroups，
and thelengthened forms became fashionableinthe
eighteenthcentury∴New，however，theyarebecomlng
unfashionableagain，andindeedaredyingout．Thisis
thekindofthingthathappenswhensocialgroupsgoup
ordownintheworld，anditisp－ossiblethatthespread
Ofthe〇一formsinthe present centuryistheresultof
SOCialchanges，eSPeCiallytheriseof democracy．
（6）〔ju：〕一一→〔u：〕
〔jlユ：〕，〔u：〕の両塾を持つ語では，それらの音が次
のような位置に来るとき，〔u；〕の方が優勢になりつ
つある。
⑳　i）〔S〕の次に。S‡Jft
⑪ii）〔0〕の次に。enthusiasm
⑪iii）〔Z〕の次に。reS〃me
⑯iv）〔11の次に。lz托e
⑯　Ⅴ）ト1－〕の次に。（unstrssedvowelが先行して
いるとき）al〕SOl“te
特に，iv），Ⅴ）では，早くからこの候向を発達させて
おり，例えは，㊥lunaticでは〔u：〕がuniversalであ
り，⑯lunarでは，VeryCOmmOnである。iii）は，その
変化が最も新しく起こったもので，dialec亡alな響きを持
っていた〔u：〕も，最近では，educatedspeech（以下
E．S．）でも，B・B・C・でも，時々（sometimes）〔ri′zu：m〕
という発音を耳にする。
（7）〔i：〕，〔u：〕の二重母音化
この候向は，See，WhoのようなWOrd－finalpositionに
おいて，特に著しい。これを，Barberは，次のように
transcribeしている。
（9　see〔si；〕－→〔sZi〕
①　who〔hlユ：〕→〔h訂u〕
（8）二重母音のSoothin㌻
この懐向は，〔ei〕において著しい。
（∋　say〔sei〕→〔se：〕
（∋　plain〔plein〕－→〔ple：n〕
〔au〕，〔ai〕に〔a〕が統くときにも，この債向が見ら
れる。
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（か　tower〔′taua〕→〔taa〕
（9　fire〔′faia〕→〔faa〕
（9）語尾の〔i〕
語尾の〔日が〔i：〕のように発音される傾向が見ら
れる。
在）pretty〔′priti〕－→〔′priti：〕
（か　Derby〔′du：bi〕→〔′dcL‥bi：〕
これはしかし，public・Speakers（＝SpeakersofR．P．in
thenarrower（orolder）sense）たちの間では，むしろ，
（∋pretty〔’prite〕のようになる慣向がある。
㈹　語尾の〔ie〕
語尾の二重母音〔i∂〕が，〔i－∂〕と二音節に発音され
る傾向が見られる。
廷）Rhodesia〔rou′di：Sia〕→〔rou′di：Si・O〕
（D nausea〔′n〇：Sia〕－→〔′n〇：Sl－a〕
（∋　dubious〔′dju：bias〕→〔′dju：bi・∂S〕
第3例のように，語尾でなくても，第1，第2例のよ
うにStreSSが置かれていない場合には，やはり，〔i・a〕
と二音節になる。また，〔uo〕も〔u・∂〕となる債向が見
られる。
G）influence〔′influans〕→〔′influ－anS〕
（彰　arduous〔′a：djuas〕一一一→〔′a：dju－aS〕
帥　dark〔1〕5
〔一〇lv〕一→〔－Oulv〕となる僚向が見られる。
（∋　resoIve〔ri′za1V〕→〔ri′zoulv〕
①　solv占〔salv〕→〔soulv〕
圧）dissoIve〔dl′Z〇lv〕一→〔di′zoulV〕
また，次のように，〔つlt，〇：lt〕わ両型が認められてい
る場合，〔つ：1t〕の方が優勢になりつつある。①salt，①
falter，G）haltなど。
拍〔∂〕の普及
unstressedsyllables（韓に，、〔i〕と〔o〕とのalternative
formsを持つ場合）においては，〔i〕→〔a〕の傾向
が見られる。
㊥　system〔′sistim〕一→〔′sistam〕
①　exact〔ig′zaekt〕→〔ag′zBekt〕　　　　　　　〉
G）ability〔a′biliti〕’→・〔a′bilati〕
¢）corporate〔′ka：pOrlt〕－→〔′k〇：parat〕　　1
⑭　become〔bi′kAm〕→〔bo｛kAm〕　　　　・
⑭　remain〔ri′mein〕→〔ra′mein〕
⑯　horrible〔′hっribl〕→〔′h〇r∂bl〕
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①　waitress〔′weitris〕→〔′weitras］
⑪　kitchen〔′kitSin〕－→〔′kitSan〕
〔i〕はかりでなく，次の場合にも，この債向が見ら
れる。
〔e〕→〔∂〕
（珍　September
（9implement（V．）
〔記〕→〔a〕
庄〉　handicapped
庄）diplomat
G）enthusiast
〔〇〕→〔a〕
（珍　boycotted
⑪　corridor
〔A〕－【→〔a〕
G）sawdust
⑯inc（）me
〔ei，i〕一一一十〔9〕
①　candidate
個　母音の長さ
Idon’tknOwwhatheis．やⅠknowthatthewatch、is
最古・などにおいて，isやhisの短母音〔日が普通より
長いのほ，COnteXtから，当然，文強勢が要求されるた
めであるが，COntextをはなれて，こ般に，一音節で，
語尾が有声子音で終わるとき，短母音が普通より長くな
る傾向が見られる。次のi），ii）において，この候向は
特に著しい。
i）〔e〕yes，bed，mem，Said
li）〔ae〕man，bag，jam
iii）〔i］big，his，tis
－iv）〔u〕good
V）h〕come　　　　　　　　　・、「
上例については・，aP，か．・では，いずれもそのnew
PrOnunCiationsをentryしてはいない。
Barberは，この項のまとめとして，次のように述べて
いる。
The short vowels．allseemtobebecoming slightly
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morecentralinposition，and also haveatendencyto
beIengthened．
ⅠⅠ子　音
子音の変化としてBarberでは，TheWeakening and
LossofConsonantsとして，
i）Finalalveolars：
01（d）man
Wha（t）’sthematter？
ii）Lossofplosives：
asked〔a：St〕
Sitdown〔si′daun〕
iii）SimplificationofDoubleConsonants：
agooddeal〔89u′di：1〕
upside－down〔′APSai′daun〕
iv）Initial〔ps〕，〔pt〕
pseudo，pSyChe，pterOdactyl
v）Initial〔hw〕
wbat，Wbere
vi）Lossof〔h〕
Hegavehimhisbreakfast・〔i’geivimiz′brekfast〕
などをあげているが，これらは，R．F．S．においては，
普通に現われると考えられるので，本稿では，省略す
る。
（1）無声化
語尾の有声子音（特に閉鎖音）が，長母音またはこ重
母音に先行されるとき，この債向が見られる。
feed〔fi：d〕→〔fi：d〕
rogue〔rou9〕－→〔ro鴫〕
（2）有声化
子音が母音にはさまれたり，〔t〕が，unStreSSedcon－
sonantsを従えるとき，この傾向が著しい。
letter〔′1eta〕－一寸〔′le′da］
better〔′beta〕一一→〔′beda〕
1atter〔lla3t∂〕一・．→〔′laeda］
（3）閉鎖音のそう入
i）〔－nS－〕→〔－ntS－〕
（∋　fancy〔′fa≡nSi〕一一一ケ〔′f記ntSi〕
（∋　fencing〔′fensig〕一一一→〔′fentsig〕
第24号′1969・
ii）〔m〕の後で。
⑪　warmth〔wo：mO〕－－＋〔Wっ：mPO〕
iii）〔p〕の後で。
㊨1ength〔1eDO〕・→〔legke〕
桓）〔r〕のそう入
fatherknowsは〔／fcL：陶′nouz〕であるが，fatherarid
motherでは〔′fa：軸ran′mAも可となるが，このいわゆる
‘linking r’のanalogyに．よるものであって，ideaandre－
ality〔ai′diaranri′aeliti〕のように，〔r〕のそう人は，
〔8〕の後では極めて普通であるが，今迄sub－Standardと
されていたthelawofthesea〔笥a′1〇：raV笥a′si：〕のよ
うに，〔8〕以外の母音の後でも，多くの人たち（many
SPeakersofR・P・）が使い始めており，急速に一般化し
つつあるように思われる。
（5）〔？〕6のそう入
i）〔m，n〕の前で。
batman〔′baetmen，／b記？man〕
button〔′bAtn，’bA？n〕
ii）〔r言W〕の前でも。
notright，nOtyet，nOtOne
little〔1i？1〕のように，それ以外の子音の前とか，
butter〔rbA？a〕のように，母音の前で〔？〕（theglottal
StOp）を用いることは，Sub－Standardとされている。
ⅠⅠⅠその他
7）
（1）同化
比較的最近において，一般化しつつあるものとして，
次のようなものがある。
⑪　admidst〔a′midst〕→〔a′mitst〕
⑪　bacon〔beik8m〕－→〔bikg〕
圧）happen〔′ha3Pn〕→〔haepm〕
⑪　open〔′oupn〕→〔′oupm〕
㊤　children〔′t‡ildrOn〕一一一ト〔′tSuldr8n〕
⑭　pretty〔′priti〕－→〔′pruti〕
合成語として。
①　foott）all〔′futb〇：1〕→〔′fupbo：1〕
⑭　ninepence〔′nainpans〕一一一→〔′naimperns〕
129
（∋　tenpence〔′tenpans〕一一十〔′tempanS〕
（∋　sevenpence〔′sevnpans〕－→〔′sempans〕
〔dj〕一一一シー〔d5〕
（D duke
（∋　due
（塾　during
㊥　education
上例の〔d5〕は，Vulgarとみなされていたものである
けれど，最近では，educated speech（以下E．S．）でも
全く普通（quitecommon）に用いられ，B・B・C・でも
しばしば（frequently）用いられている。同様なものと
して，
〔tj〕・．一・．→川〕
（∋　tube〔tju：b〕→ltSu：b〕
①　Tuesday〔′tju：Zdi〕一・．一一ヰ〔′tiu：Zdi〕
〔sj〕・一一一一ト〔i〕
⑩issue〔′isju：〕→〔′iSu：〕
（2）NewWeakForms
andは，強勢がおかれると〔記nd〕と発音されるが，
強勢がおかれないと〔Qnd〕，〔nd〕，〔Qn〕，〔n〕のように
なる。このような例を，Jones（EnglishPhoneiics chap．
xvi．）は，60以上もあげているが，それ以外で，その
彼，一般化しつつあると思われるものとして，
thatis〔S〕：
that’sright〔srait〕
that’sfunny〔′sfAni〕
if〔f〕：
ifyoulike〔fju／1aik〕
itis〔ts〕：
it’sallright〔′tsっ：1，rait〕
does〔S〕
Whatdoeshewant？〔′W〇tShi：lwont〕
などがあり，最後の例は，今日では，次のようながpreS－
Sionsにおいて，特に一般化している。
Who’shethinkhe’stalkingto？
What’shethinkhe’sdoing？
Who’shethinkheis？
What’sitmatter？
＠）Dialef：t－Mixing
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．丘LP．且（1967）でも，beinousは〔／heinas〕としか
示していないが，Barberは，今日では，〔′hi：naS〕が，
E．S．においても全く普通に見られると述べている。同
様な（多音節語の第1音節における短母音が，長母音
化，または，二重母音化する）例として，
⑪　homogeneous〔′ho－〕→〔′bou－〕
⑪　stabilise〔′sta3－〕－→〔′stei－〕
（む　reproduce〔′re－〕一一→〔′ri：－〕
④　typography〔ti－〕一一→〔tai－〕
などがあげられている。
囲　Stress
E．P．D．（1950）は，decadeに対して，R．P・における
theusualpronunciationとして〔′dekad〕を与えており，
〔di′keid〕をalesscommonvariantとしている。しかし，
〔dilkeid〕は，thepopularpronunciationであって，この
発音のpermeationupwardsが行なわれつつあるように
8）
思われる。同様な例として，
⑪　deficit〔′defisit〕一→〔di′fisit〕
⑪　explicable〔′ekspikabl〕－．＋〔eks′plikabl〕
などがある。第2例については，「第11版」では，何の
言及もないが，「第13版」では，
Thepronunciationswithstressonthesecond sylla－
blearebecoming common，and seemlikelytosuper－
sedetheotherbeforelong．
という〔注〕をつけていることは，これを証明している
と言えよう。
また，二音節以上の語で，StreSSが，第1音節から第
2音節へと移りつつあるものとして，
（∋　Comparable〔′kっmparabl〕一一十〔k8m′pE∂rabl〕
①　preferable〔′pref∂r∂bl〕→〔pra′fa：rabl〕
（91amentable〔′laemantabl〕→〔1a′mentabl〕
（∋　admirable〔′記dm∂rabl〕→〔ad′mirabl〕
などがある。これらは，いずれも，その動詞型のStreSS
が第2音節にあることからのanalogyによるものと考え
られるが，次にあげるものは，そのようなanalogyとし
ては説明できない。
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⑯　doctrinal〔′daktrinl〕→〔d〇k′trainl〕
⑭　communal〔′kanかnl〕－→〔ka′mju：nl〕
⑪　formidable〔′f〇：mf由u〕→〔f〇：′midau〕
㊨　hospitable〔′h〇Spitabl〕一一一㌢〔h〇S′pit8bl〕
⑧　pejorative〔′pi：d5ar8tiv〕－－＋〔pi′d5〇rativ〕
㊤　controversy〔′kっntrava：Si〕一一ゝ〔kan′traVaSi〕
㊥　aristocrat〔′a3ristakra3t〕・－＋〔9，ristakraet〕
二音節語では，この便向は，むしろ道であって，第2
音節から第1音節に移りつつあるように患われる。
①　garage〔gEe′ra：5〕－→〔′g把rid5〕9
⑪　adult〔a′dAlt〕－→〔′紀dAlt〕10
⑪　alloy〔8′10i〕一一一→〔′記1扇〕
⑪　ally〔a′lai〕一一一〉〔′記Iai〕
（5）つづり字発音
且ク．且（1967）によれば，
nauseaは，′m：sjal－Sr9，－538，－ira］
の4通り，
gaseousは，′gaeSjasl－SYas，－ZjQS，－ZYas，－SjOS，－ires，
′9eis－，′9eiz－〕
の8通りもの発音を示している。これらlearnedwordsは
一般に，Spellnigpronunciation（以下S・P・）を発達させ
る傍向が見られる。しかし，日常語の中にもかなり多く
見られる。そのような例（後はS・P・を示す）をあげる
と，
⑭　forehead〔′f〇rid，fD：hed〕
⑪　often〔〇fn，／〇ftan〕
⑲　towards〔t〇：dz，ta旬〇：dz〕
⑯　clothes〔klouz，klou6Z〕
⑯　waistcoat〔′weskat，′weiskaut〕
Ralph〔re払r記lf〕
最後の例については，B．P．D・では，thelessfrequent
formを示していない。第3，4，5例におけるtraditional
pronunciationsは消えていきつつあるように思われる。
S．P．ほ，ある専門分野の術語をOutSidersが用いると
き起こりやすい。これに対して，insidersは，たえず，
その語を用いているし，また，それによって，グループ
意識を保つこともあって，比較的traditionalpronuncia－
tionsをとどめていることが多い。
⑯　studding－Sail〔stAnSl，StAdigseil〕
⑯leeward〔′lu：8d，′li：Wad〕
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新造語においてもS．P．を発達させることが多い。例
えば，megatOn〔′megatAr］〕を，＜mega＋ton＞である
ことを知らないため，Greekending一〇mと誤解したた軌
〔′me9at〇n〕とするのであろう。
次に，新聞，雑誌など，maSS－mediaの発達・普及に
よって，固有名詞（特に，地名）には，S．P．の例が多
く見られる。］3．B．C．が，
⑯　Daventryを〔′deintri〕から〔′da3VOntri〕
を揺用するようになったのは，その一例である。勿論，
次にあげる
i）Hertford〔′ba：fad〕
ii）Greenwich〔′grinid5〕
iii）Worcester〔旬usta〕
iv）Leicester〔′1esto〕
Ⅴ）Nonvicb〔′n〇rid5〕
Vi）Gloucester〔′gl〇Sta］
などは，あまりにもよく知られた地名のた軌　S．P，に
変わることは少ないが，次のように，それほど有名でな
い地名のときは，その可能性がある。
vii）Alnwick〔′巴nik〕－
viii）Happisl〕urgh〔Iheiibr柑〕
i女）Dalziel〔′daeljol〕
Ⅹ）Covington〔′kAVigton〕
Ⅹi）Wotton〔wutn〕
Ⅹii）Wrotham〔′ru：tam〕
Ⅹiii）Wreay〔ri可
それを証明するかのように，且ク．且（1967）で何の
言及もないのは，Vii），Ⅹ）の二つだけであり，Viii），Ⅹii）
については，（inNorfolk），（inKent）とあり，ix），Ⅹi）
Ⅹiii）については，
ix）′da∋lz‡lal〔－2両1〕，′daljal〔－1‡al〕，di：′el
－Theformdi：／elischieflyusedinScotland．，
Ⅹi）／W〇tn，′wutn
－TheplaceinBucks．iscalled／wutn．，
Ⅹiii）（inCumberland）rei〔localblria〕
とある。さらに，Romfordについては，且ク．刀．（1950）
が′rAmfad〔′r〇m－〕であるのに，「1967年版」では，
′rっmfad〔OJdこねざ肋刀gd′rAm－〕，Rodingについては，
「1967年版」（1950年版はentryされていない）でほ，
（SeVeralplacesinEssex）′r8udip〔localb・generalb，／ru：
dig〕－Thepronunciation′raudipisl⊃eingencouraged
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by the county council，andwiudoubtlessbecomethe
acceptedformbeforelong．としている。
（6）ContinentalPronunciations
例えば，⑯galaにおいて，英語らしい〔′9ail可が，
英語らしくない〔′ga：13〕に変わりつつある（Wyld，
ひ・且且（1932）では，〔9eぬ〕となっているのが，且
ア・且では，すでに「1950年版では，′9a：19〔′geil可　と
なっている。）のは何故か。galaが，イタリア語から来
たものだという語原的知識が大学教育の普及により，ま
た，海外旅行の一般化により直接外国語に按する機会が
増したことなどによるものであろう。このような例を，
BarberはCOntinentalpronunciations（以下C．P．）と呼
んでいる。そのような例（後はC．P．）をあげると，
④　Gaza〔′9eiza，′9（1：Za〕
⑯　armada〔a：′meida，a：′ma：da）
①　Copenhagen〔koupn′heigan，′kotlpan／ha：gan〕
（∋　proviso〔pra，vaizou，pra′vi：ZOu〕
（∋　Faustus〔′f〇：St8S，′faustas〕
㊥　valet〔′V記1it，′valei〕
㊧　beret〔rberit，′berei〕
⑳　ricochet〔rrika‡et，′rikQiei〕
⑯　chivalry〔′輯Ⅴalri，′iivalri〕
などがある。
（1969．9．1．）
＜注＞
1・尾上政次「米語論」（河出善房）ff．p．173参照。
2・書評として「教育愛知」（第13巻5号），Comparison
については「英語青年」（昭和40年8月号），「現代英
語教育」（昭和40年8月号）。
3．文法については，荒木一雄「現代英語の文法的変
化」－「現代英語教育」（昭和42年8，9，10月号）の
中でβαγ毎r（1964）の紹介が行なわれている。
4・「イギリス英語だけに」という意味では勿論ない。
5・Cf・D・Jones，EnglishPhonctics（9th．ed．）ff．§665
6．Cf．A．C．Gimson，AnLnEroduciioniothPronuncia－
わ乃〆且乃gJお力§　8．09
7・Cf．言古fd．§11．05－11．09
8・「1950年版」′dek8d〔－keid，－kid，di′keid〕
「1967年版」′dekeid〔－kad，－kid，di′keid，de′keid〕
9・〔9ara：5〕（F．）→〔9ie′ra：5〕一一→〔′g記ra：5〕
－→〔‘g記ra：d5〕→〔′9記rid5〕
10・これは∴P・〇・か．（1969第5版）でも
ad机t′（1942第4版）が温d′Blt（oradBlt′）と改め
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られている。alloy，allyについては，ク．0．且（第
5版）では，まだ改めていない。
＜参考文献＞
D，Jones，AnOullineげEnglishPhonelics　9thed．
Camもridge．1960
助gJねゐアγ0乃〟乃Cかzgヱ）たわ乃α丹　London．1950，
1967
P．A．D．MacCarthy．EnglishPronunciafion
Cambridge．1944
Ⅰ．C．Ward，77lePhoneticsdEnglish Cambridge．
1945
A．C．Gimson，A77血か・∂血C〟∂乃JO〃zgクγ∂肌J乃Cfdわ乃
〆励gJfg克　London．1965
L・E・Armstrong HandbookdEnglishblionalion
I．C．Ward，　　Cambridge・1926
M．Scbubiger，7Ⅵβ励Je〆助∂乃αJ加f乃鍵0ゑg乃β乃gJfぶた
Cambridege．1939
R．Kingdon，771eG7・undworkdEnglishh210naiion
London．1958
W．N．Francis，77leSEruclure〆AmcricanEnglish
NewYork．1958
A．A．Hill　九か℃血Cわ乃わエ乃g〟ねたぷ門fCかJreg New
York．1958
D．Jones，771ePhoneme Combridge．1947
K．L Pike，Phonemics Ann Arbor．1947
A．Cohen，771ePhonemesdEnglish TheHague．1952
B・Bloch o乙J肋e〆エ軸Iffg～gc血αレ5g∫Baltimore・
G．L．Trager，1942
0．Jespersen，Mode7・nEnglishGrammarVol．I
Heidelberg1928
J・Wright AnElementaり・mStOricalNbuJEnglish
E．M．Wright，GrammarOxford・1924
E．J．Dobson，EnglishPronunciaiion1500－1700
0Ⅹford．1957
E．Etwall，771eConciseOnjbrdDIcLiona77〆Place一
抽mgg OⅩford．1960
P．H．Reaney，7ⅥgOrfgg乃〆助gJねたタJα路地”相∫
London．1960
〔追記〕
大塚・寿兵・菊野編「固有名詞英語発音辞典」（三省堂
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